
 

資料４ 

「安心と希望の医療確保ビジョン」具体化に関する検討会 

中間とりまとめ（案）（平成 20 年 8 月）  

～抜粋～ 

 

２ 医師の偏在と教育 

 現下の医師不足問題は、診療科の偏在と地域の偏在という「２つの偏在」によ

って深刻さを増している。国民が地域において確実に必要な医療が受けられるよ

うにするためには、医師の数を増やすだけでなく、こうした偏在の問題に的確に

取り組む必要がある。 

（略） 

○また、２つの偏在の問題に対応し、また、医療の質を高めていくため、患者の

声も聞きながら、初期臨床研修制度や専門医トレーニング（後期研修制度）の

あり方を見直すべきである。 

○より質の高い医師を効果的に養成する観点から、医師の卒前・卒後教育の連携

をはじめとした臨床研修制度のあり方について、文部科学省と厚生労働省との

合同の検討会を早急に立ち上げ、対策の具体化を図るべきである。 


